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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】使い勝手を向上させたマスカラガードを提供す
る。
【解決手段】マスカラガード１は、紙の最外表面を樹脂
で塗装したり、プラスチックフィルム等で覆ったコート
紙、これに更にアルミニウム等の金属蒸着層を設けた金
属蒸着コート紙、プラスチックフィルム等の防汚性の材
質よりなる薄板で製作する。該マスカラガード１の上辺
２が瞼の形状に対応した形状で湾曲し、その上辺２の湾
曲形状から、中央部に向かい複数の等距離線３を表示す
る。マスカラガード１の厚さは、特に制約はないが、０
．２～１．０ｍｍ程度が好ましい。等距離線３を設ける
ことにより、マスカラで化粧する際に、十分に睫毛を伸
ばし切ったかどうかなどの判断をすることができる。
【選択図】　図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　ほぼ長方形の薄板状で、その上辺が瞼の形状に対応した形状で湾曲したマスカラガード
であって、当該上辺の湾曲形状から、中央部に向かい複数の等距離線を表示したことを特
徴とするマスカラガード。
【請求項２】
　防汚性材料で形成されたものである請求項１記載のマスカラガード。
【請求項３】
　中央部で折り曲げ可能に形成されたものである請求項１または２記載のマスカラガード
。
【請求項４】
　上辺側が広く、下辺側が狭い、テーパーの付された長方形形状である請求項１ないし３
の何れかの項記載のマスカラガード。
【請求項５】
　商品の包装容器または説明書の一部として、切り取り可能に取り付けられたものである
請求項１ないし４の何れかの項記載のマスカラガード。
 
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案はマスカラガードに関し、更に詳細には、マスカラで化粧する睫毛の長さを計測
可能なマスカラガードに関する。
【背景技術】
【０００２】
　マスカラを塗る際に、マスカラが他の部分に飛散し、付着することを防ぐために、マス
カラガードを使用することは、既に知られている（特許文献１、特許文献２）。しかしな
がら、特許文献１のものは裏面にゴム層を設けた使い捨て製品であり、経済性の面からは
問題があるものである。また、特許文献２のものは、目の周囲に貼付するための粘着剤が
設けられているものであり、実際の使用においては、刺激性が予想される等、あまり使用
感が良いと言えるものではなかった。
【０００３】
　一方、マスカラでの化粧においては、睫毛の長さをより長く見せることが重要であるが
、今までは、この点を客観的に確認できる手段がなく、自分の経験、記憶に頼らざるを得
ないという問題があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実用新案登録第３１２４５９２号
【特許文献２】実用新案登録第３０８０８３５号
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　従って本考案は、従来のマスカラガードに比べ、使い勝手を飛躍的に向上させたマスカ
ラガードの提供をその課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本考案者は、使い勝手の良いマスカラガードに関し、鋭意検討を行った結果、マスカラ
ガードの上辺側を瞼の形状を模したものとし、この上辺から下に向かって複数の等距離線
を設ければ、マスカラで化粧する際は、目の周囲を汚すことがなく、また、化粧する前後
の睫毛の長さを容易に確認できることを見出した。また、このマスカラガードを防汚性材
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料で形成したり、中央部で折り曲げ可能に形成したりすれば、使用性が更に向上すること
を見出し、本考案を完成した。
【０００７】
　すなわち本考案は、ほぼ長方形の薄板状で、その上辺が瞼の形状に対応した形状で湾曲
したマスカラガードであって、当該上辺の湾曲形状から、中央部に向かい複数の等距離線
を表示したことを特徴とするマスカラガードである。
【０００８】
　また本考案は、防汚性材料で形成されたものである上記のマスカラガードである。
【０００９】
　更に本考案は、中央部で折り曲げ可能に形成されたものである前記のマスカラガードで
ある。
【００１０】
　更にまた本考案は、上辺側が広く、下辺側が狭い、テーパーの付された長方形形状であ
る前記のマスカラガードである。
【００１１】
　また更に本考案は、商品の包装容器または説明書の一部として、切り取り可能に取り付
けられたものである前記のマスカラガードである。
【考案の効果】
【００１２】
　本考案によれば、マスカラでの化粧において目の周囲の汚れを有効に防止することがで
きると共に、簡単に化粧前後の睫毛の長さを確認することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本考案マスカラガードの一態様を示す平面図である。
【図２】本考案マスカラガードの使用態様を示す図面である。
【符号の説明】
【００１４】
　　　１　…　…　マスカラガード
　　　２　…　…　上辺
　　　３　…　…　等距離線
　　　４　…　…　折曲線
【考案を実施するための形態】
【００１５】
　次に、本考案のマスカラガードの一実施態様を示す図面と共に、本考案を更に詳しく説
明する。
【００１６】
　図１は、本考案マスカラガードの平面図である。図中、１はマスカラガード、２は上辺
、３は等距離線、４は折曲線をそれぞれ示す。
【００１７】
　本考案のマスカラガード１は、図１に示すように薄板状で、その上辺２が瞼の形状に対
応した形状で湾曲し、その上辺２の湾曲形状から、中央部に向かい複数の等距離線３を表
示したものである。このマスカラガード１の厚さは、特に制約はないが、０．２～１．０
ｍｍ程度が好ましい。
【００１８】
　上辺２が、瞼の形状に対応した湾曲形状であるとは、瞼の形状と全く同一でなくても良
いが、上瞼や下瞼の湾曲形状と近似した形状であることを意味する。また、この上辺２の
湾曲形状からの等距離線３は、当該湾曲形状に平行する線を意味し、この線の数は特段制
約されるものではないが、見やすさ等の点から３～７本程度とすることが好ましい。更に
、この各等距離線３には、上辺２の湾曲形状からの距離を表示しても良い。このような等
距離線３を設けることにより、マスカラで化粧する際に、十分に睫毛を伸ばし切ったかど
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【００１９】
　また、このマスカラガード１の材質としては、紙の最外表面を樹脂で塗装したり、プラ
スチックフィルム等で覆ったコート紙、これに更にアルミニウム等の金属蒸着層を設けた
金属蒸着コート紙、プラスチックフィルム等の防汚性の材質が好ましく、瞼の周囲に当て
たときに撓まない程度の強度を有するものであることがより好ましい。このような材質で
マスカラガード１を調製することにより、その上に飛散したマスカラを容易に拭き取るこ
とができ、繰り返し使用することが可能になるとともに、好ましい使用性が得られる。
【００２０】
　更に、マスカラガード１の形状も、ほぼ長方形であっても良いが、使いやすさの面から
は、図１に示したような上辺側が広く、下辺側が狭い、テーパーの付された長方形形状（
瓶を逆さにしたような形状）とすることが好ましい。
【００２１】
　更にまた、マスカラガード１の中央に折り曲げ線４を設ければ、これを適宜折り曲げる
ことにより、把持部の強度が上がり、更に目の大小や、上瞼線と下瞼線の形状が異なる場
合に調整することが可能である。
【００２２】
　本考案のマスカラガード１を使用し、下側睫毛をマスカラ化粧する場合は、まず図２に
示すようにマスカラガード１を目の瞼の下側にあて、その状態でマスカラをマスカラブラ
シで睫毛に塗布し、次いで、マスカラブラシで睫毛上のマスカラが均一となるようにすれ
ばよい。このように、マスカラガードを使用することで、下側睫毛周囲の皮膚にマスカラ
が付着し、目の周囲を汚染するのを防ぐことができる。そして、その化粧の仕上がりを鏡
でチェックする際に、上記等距離線３で、化粧後の睫毛の長さを測定することができるの
である。
【００２３】
　一方、上側睫毛をマスカラで化粧する場合も、上記と同様、マスカラガード１を目の上
側にあてた後、マスカラブラシを用いて、マスカラを睫毛に塗布後、これを睫毛に沿って
伸ばし広げれば良いが、マスカラガード１を用いることで、マスカラが目の上の皮膚に付
着、汚染することを防ぐ。そして、上記と同様、化粧の仕上がりを鏡でチェックする際に
、等距離線３で化粧後の睫毛の長さを測定することができるのである。
【００２４】
　このように、本考案のマスカラガード１を用いることで、マスカラでの化粧において目
の周囲の汚れを有効に防止することができると共に、簡単に化粧後の睫毛の長さを確認で
きるのである。
【００２５】
　なお、本考案のマスカラガード１は、それ単独の製品として作製、利用することもでき
るが、商品であるマスカラ等の包装容器または説明書の一部として、切り取り可能に取り
付けることもできる。このようにすれば、需用者に広く頒布することができ、容易に利用
することができる。
【産業上の利用可能性】
【００２６】
　本考案のマスカラガードを使用することにより、マスカラでの化粧において目の周囲の
汚れを有効に防止することができると共に、簡単に化粧後の睫毛の長さを確認できるので
需用者が化粧を行う際に有利に利用できる。
【００２７】
　また、これをマスカラ等の包装容器または説明書の一部として、切り取り可能に取り付
ければ、マスカラの商品性を高め、購買意欲を高めることが可能である。
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